
光市招待 山口県地域別柔道大会の歴史

参加人員の推移、目的、キャッチフレーズについて

この大会は、1968年 (昭和43年)光製鐵所体育館において「招待柔道大会」と

して第 1回大会が開催された。以後、県内最高レベルの選手が集い、山口県下で唯一の

団体試合として発展してきた。

1980年 (昭和 55年～)代の大会最盛期には、30チーム・選手 250名以上の

参加が続き、ビック大会として盛会を極めた。この頃は、光市からも常時 3チームが出

場し、特に製鐵所・武田薬品が常勝チームとしてその名を馳せていた。

1985年 (昭和60年)に一般企業・事業所・公社・大学及び地域のクラブなどを

対象に幅広く参加を求めて、その大会名称を「光市招待 山口県地域別柔道大会Jと 改

め、ますます盛り上がった大会として続いた。

しかし、平成 10年頃から世情の変化、企業等の採用控え、それによる選手の高齢化

などの影響で参加が半減し淋しい限りであつたが、8年前から数年振りに山口県警察が

参加し、全国レベルの選手が競 う第一部の試合が出来るようになつた。が 3年前の大震

災で再び欠場することとなり昨年まで参カロがない。今年は是非とも参加 してほしいと期

待しているところである。反面、昨年は久し振りに徳山大学が参加出場し、若い活気あ

る試合が復活した。

光市は、これまで柔道愛好者を集めて参加をしているが、 3年前の第 3位入賞以来、

上位入賞がない。

この4月 29日 、「平成 26年全日本柔道選手権大会Jに大和町出身の田中源大 (高

川学園高校 3年)選手が史上 6人目の高校生での本大会に出場した。

光市は、その勢いに続いて今年こそは何としても上位入賞を狙つて行く覚悟である。

本大会は、働きながら仕事の余暇に柔道の錬成に励む山口県下各企業・事業所・公社・

大学及び地域のクラブチーム等の精鋭が一同に集い、大会を通じて地域との親睦・融和

を図ること、そして後進の育成にも精進し、人間形成・社会貢献・スポーツの振興にも

寄与することを目的とする大会であり、柔道協会とりわけ光市にとつても伝統と歴史の

ある大会として立派に成功させ続けて行くことが我々光柔道協会に課せられた使命と

考え、周囲の援助、協力を得ながらいつまでも継続していきたいと思っている。



第45回
光市招待 山□県

地域別柔道大会

日 時 平成26年 6月 8日 (日) 午前 10時

場 所 光市スポーツ館

主 催  (―社)山□県柔道協会 光柔道協会

後 援  (―社)山□県柔道協会・光市・光市教育委員会・光市体育協会

新日鐵住金万ン國抑製造本部光製造所・ IEt田薬品工業い光工場

光市企業各社



大 会 次 第

開 会 式

1 役員選手入場

2 開会宣言

中牟田 穣 実行委員長

3 前年度優勝

優 勝  徳山大学 A
準優勝  山□刑務所 A
第 3位  徳山大学 B
第 3位  徳山大学 C

4 あいさつ

市川  熙 光市長

秋野 哲範 光柔動催名誉顧間

藤元 英治 光警察署署長

5 祝辞

中村 賢道 光申議会議長

6 試合上の注意

藤本 忠志 審判長

7 役員選手退場

8 試合

閉 会 式

1 役員選手入場

2 成績発表並びに表彰

優 勝

準優勝

第3位

第 3位

3 あいさつ

丼上 敬治 大会委員長

4 閉会宣言

中牟田 穣 実行委員長

5 役員選手退場
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第45回大会参加チーム

No チ ー ム 名 番  号

イ

ー ゆうスポーツクラブ

2 萩柔道クラブ

3 下松市柔道協会

4 下松市柔道協会

5 山□刑務所

6 山□大学

7 航空自衛隊防府

8 下関柔道協会

9 海上自衛隊岩国

10 美祢社会復帰促進センター

イ
ー

イ
ー 光柔道愛好会



試合場別試合進行と勝点表

第一試合場  (Aリ ーグ)

順 序 勝敗 勝 点 対 戦 勝 敗 勝点

1 1 ~~ 6

2 2 ~~ 5

3 3 -- 4

4 1 ~~ 5

5 6 ~- 4

6 2 -- 3

7 イ ~~ 4

8 5 ~- 3

6 -- 2

10 1 ~~ 3

11 4 - 2

12 5 -- 6

13 決 勝 壌

第二試合場 (Bリ ーグ)

Aリーク  1 ~  2

Aリ ーグ  3 ~  6

Aリ ーグ  4~~ 5



第一試含場

Aリ ーグ戦 (6チーム)

第二試合場

Bリ ーグ戦 (5チーム)

優 勝  下松市柔道協会A

準優勝  美祢社会復帰促進センター

第 3位  海上自衛隊岩国

第 3位  下関柔道協会

＼ 下関 光 山刑 ゆ う 下松A 萩 勝 3分 敗 順位

下関 ○ ○ ○ △ ○ 4 ○ 1 2

光 △ ○ △ △ △ 1 O 4 5

山刑 △ △ △ △ △ ○ O 5 6

ゆ う △ ○ ○ △ ○ 3 O 2 3

下松A ○ ○ ○ ○ ○ 5 ○ ○ 」

萩 △ ○ ○ △ △ 2 ○ 3 4

山大 海自 下松 B 空自 美祢
■
ガ 31分 敗 1贋位

山大 △ ○ ○ △ 2 ○ 2 3

海 自 ○ ○ ○ △ 3 ○ 1 2

下松 B △ △ ○ △ 1 O 3 4

空 自 △ △ △ △ ○ O 4 5

美祢 ○ ○ ○ ○ 4 ○ ○ J

美
祢
セ
ン
タ

ー

下
松
市
柔
道
協
会
Ａ



選 手 名 簿

山□大学     監督  地頭所知行

先鋒 初 指 方  健太郎

次鋒 初 久 村  鷹 輝

中堅 初 米 村  和 也

副将 初 西 ′‖ 裕 基

大将 初 河 津 ― 輝

補欠 初 渡 辺 雅 也

美祢社会復帰促進セ  監督  板丼  岡」

先鋒 4 谷 本  大 和

次鋒 4 大 浴  祥 吾

中堅 2 坂 本  人 治

副将 3 レ
ｕ 拓  也

大将 4 村 本    歩

補欠 鉦
ハ

坂 本  優 太

下松市柔道協会   監督  尼日 雅之

小 野  雅 史

ゆうスポーツクラフ  監督  田端 紀幸

先鋒 3 鶴 田   勝

次鋒 2 松  田 周 一

中堅 2 松  田 克 也

副将 3 吉 村  聖 二

大 将 5 松 田  敬 士

補欠 2 岩 見 祥 平

下関柔道協会   監督  福家 大治

先鋒 2 新 村  法 悦

次鋒 2 今 井  彰 人

中堅 3 松 本 隆  浩

冨J将 2 向 丼  直 紀

大将 3 藤 日  敬 司

補欠 3 有 富    甫

海上自衛隊岩国  監督  窪田 利正

先鋒 2 前 日  英 樹

次鋒 4 古清水    滝

中堅 3 藤  中 拓 馬

副将 3 日 中    誕

大将 3 樋 □  恭 資

補欠 3 窪 田  悠 真

航空自衛隊防府南  監督  岩田 和治

先鋒 初 山 本 真 生

次鋒 3 」ヽ 浦  貴 之

中堅 初 久 米    カ

冨」将 3 岩  田
治ｎ

ｕ
■
↑

大将 3 陽    克 毒

補欠 初 安 達  翔 載

山□刑務所    監督  宮本 和典

先鋒 3 三 輪 頼 之

次鋒 初 平 野 優 太

中堅 3 渡 邊  実 行

副 将 4 藤  田 武 志

大将 3 岩 藤 拓 也

補欠 無 野  田 和 矢

萩柔道クラフ    監督 佐々木本0夫

先鋒 2 植 木  秀 貝」

次鋒 2 藤 田  信 二

中堅 3 松 村 勇  希

冨」1詈 3 金 子  繁 幸

大将 2 生 利  信太郎

補欠 2 岡 屋  由 晴



選

光柔道愛好会   監督  中牟田 穣

先鋒 2 藤 丼  宏 俊

次鋒 初 中 原 優 也

中堅 2 嶋 田  祐 貴

副将 2 三  坂 歩

大将 初 田 坂    涼

補欠 初 鈴 木  洋 平

名 簿

先鋒

次鋒

中堅

冨」1詈

大将

補欠

先鋒 先鋒

次鋒 次鋒

中堅 中堅

副将 冨Jl詈

大将 大将

補欠 補欠

先鋒

次鋒

中堅

冨」将

大1晋

補欠

先鋒

次鋒

中堅

冨」J誓

大将

補欠

先鋒

次鋒

中堅

副1普

大将

補欠

先鋒

次鋒

中堅

副将

大将

補欠

先鋒

次鋒

中堅

冨」将

大 1晋

補欠

先鋒

次鋒

中堅

副将

大将

補欠


